
看護学科 専門

成人急性期看護学演習授業科目

看護対象学科３対象学年【担当教員名】

荒木 玲子 他 必修必修･選択前期開講時期

30時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

急性期にある対象者の特徴を理解し、急性状態にある対象者への看護を行うために必要な知識と技術を習得する

【学習目標・行動目標：SBO】

１．急性期およびクリティカルな状況・周手術期にある対象を理解する

２．クリティカルな状況にある対象に必要な援助を列記できる

３．クリティカルな状態にある対象への援助の知識を生かし、実際の援助を体験する

４．周手術期にある対象を理解し、必要な援助を体験する

５．周手術期にある対象への援助の知識を生かし、実際の援助を体験する

６．演習を通して、クリティカルケア・周手術期看護の実践を行う準備をする

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数

講義・演習 荒木 栗原１授業オリエンテーション 急性期にある対象者の理解１

講義・演習 荒木 栗原1.5周手術期にある対象者の理解と看護に必要な技術２

講義・演習 荒木 栗原4.5周手術期にある対象者の理解と看護に必要な技術３

講義・演習 荒木 栗原4.5周手術期にある対象者の理解と看護に必要な技術４

講義・演習 荒木 栗原4.5周手術期にある対象者の理解と看護に必要な技術５

講義・演習 荒木 栗原4.5周手術期にある対象者の理解と看護に必要な技術６

講義・演習 荒木 栗原4.5周手術期にある対象者の理解と看護に必要な技術７

講義・演習 荒木 栗原4.5クリティカルな状態にある対象者の理解と看護に必要な技術８

講義・演習 荒木 栗原1.2クリティカルな状態にある対象者の理解と看護に必要な技術９

講義・演習 荒木 栗原1.3クリティカルな状態にある対象者の理解と看護に必要な技術10

講義・演習 荒木 栗原2.3クリティカルな状態にある対象者の理解と看護に必要な技術11

講義・演習 荒木 栗原2.3クリティカルな状態にある対象者の理解と看護に必要な技術12

講義・演習 荒木 栗原2.3クリティカルな状態にある対象者の理解と看護に必要な技術13

講義・演習 荒木 栗原2.3クリティカルな状態にある対象者の理解と看護に必要な技術14

まとめ15

＜発行年・価格他＞＜発行所＞＜著者名＞＜書名＞【使用図書】

2000・1,890円医歯薬出版竹内登美子周手術期看護１

教科書

（必ず購入する書籍）

2000・1,890円医歯薬出版竹内登美子周手術期看護２

2000・1,890円医歯薬出版竹内登美子周手術期看護３

2005・2,415円ヌーベルヒロカワ雄西智恵美周手術期看護論
参考書

2005・1,680円ヌーヴェルヒロカワ山勢博彰救急看護論

その他の資料

【履修上の留意点】【評価方法】

定期試験・レポート・出席で評価する




